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4月17日（金）、国土交通省で「第４回空港における旅客の保安検査
の実施主体の円滑な移行に向けた実務者検討会議」が開催されました。
委員である交運労協 池之谷潤議長の代理として出席した坂元慎平幹事
（航空連合事務局長）は、保安検査に関わる費用負担について、旅客
からのオンチケット方式による徴収が検討されていることに関して
「航空運賃・料金に関わるさまざまな環境変化が想定され、旅客にわか
りやすく周知・広報する必要性が高まっている」、「関連して預け入れ
手荷物について、旅客係員は危険物の受託可否の判断に苦慮しており、
国として問題意識をもって対応してほしい」と発言しました。

（右端）発言する交運労協 坂元幹事（航空連合事務局長）

坂元慎平

オンチケット方式はわかりやすい旅客周知を！

～保安検査の実施主体・費用負担のあり方の検討進む！～
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